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地震の知識

出典：旧原子力安全・保安院「原子力発電所の耐震安全性」、気象庁ホームページより作成

原子力・エネルギー図面集

◎地震のメカニズム
日本列島周辺には4つのプレートが存在しており、そのプレートは長い年月をかけて少しずつ移動し、その際に、
プレート境界部やプレートの内部に大きな力が加わり、そこがずれるときに地震が発生するといわれている。

◎地震の大きさ

◎活断層とは
最近の地質時代に繰り返し活動し、将来も活動する可能性のある断層のこと。

マグニチュード（地震規模）とは、
地震が放出したエネルギーの大き
さを示す尺度。

ガ ル と は 、加 速 度 の 単 位
（cm/sec2）で地震の揺れの強さ
を数値として表現したもの。
一般にはガル数が大きいほど震
度も大きくなる。

震度とは、観測点における地震の
揺れの強さを示す尺度で、0～7ま
での10段級に分かれている。気
象庁等は全国の約4,200地点で
観測している。

2011年東北地方太平洋沖地震は、マグニ
チュード9.0、断層の大きさは、長さ約450km、
幅約200kmであった。

沈み込むプレート内部の地震（正断層）
1933年 昭和三陸地震

プレート境界型（プレート間）の地震（低角逆断層）
1923年 関東地震
1944年 東南海地震
1946年 南海地震
1968年 十勝沖地震
2003年 十勝沖地震
2011年 東北地方太平洋沖地震

沈み込んだプレート内部の地震（高角逆断層）
1994年 北海道東方沖地震

沈み込んだプレート内部の深い地震（水平断層）
1993年 北海道南西沖地震

陸域の浅い地震
1891年 濃尾地震
1995年 兵庫県南部地震
2004年 新潟県中越地震
2008年 岩手・宮城内陸地震  等
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